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1.（児童）授業はよくわかる

1. （保護者）子どもは確かな学力を身につけている

1．（教職員）子どもたちに基礎基本の学力が身につくよう

に指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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2.（児童）今，学校は楽しい

2．（保護者）子どもは楽しく学校に通っている

2．（教職員）子ども達が学校で楽しく過ごせるように状況

把握に努め指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3.（児童）先生はていねいに教えてくれる

3. （保護者）授業は楽しくわかりやすく工夫されている

3．（教職員）教材研究に努め，わかりやすい授業を工夫

している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.（児童）困ったことがあれば先生に相談している

4.（保護者）教職員は子どもの思いを受け止めていねい

な対応をしている

4.（教職員）子どもや保護者の思いや願いを受け止め，て

いねいに対応している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

5.（児童）友だちや周りの人の気持ちを考えて，やさしく

することができている

5．（保護者）人権を大切にした学級作りができている

5．（教職員）子どもたちに人権を大切にする心が身につ

くように指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

 

 

 

 

後期の学校アンケートの結果を報告させていただきます。多くの保護者の方々には，お忙しい
ところ，ご協力いただきありがとうございました。アンケートの結果は，本校の取組と合わせて，「学
校運営協議会」にも報告させていただき，課題のご示唆や解決に向けての取組などのご意見を
いただきました。今年度の取組を総括し，学校運営に生かしていきます。 
１．実施アンケート 

①児童アンケート（全児童対象） 実施期間 ２月１４日～１９日 
②保護者アンケート（保護者対象） 実施期間 ２月１４日～１９日（回答数２８６名） 
③教職員アンケート 担任および教科指導教員  

２．アンケート結果と考察 
 上記アンケート調査の結果を報告します。３つのアンケート
で，関連する項目ごとにグラフに表示しました。 
 グラフは，全体を１００パーセントとし，左から順に，「そう思
う」・「大体そう思う」・「あまりそう思わない」「そう思わない」・
「無回答」の割合を示しています。 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  

②  

③  

④ 

⑤ 

【学力向上にむけて】 
 
◇子どもたちにわかる喜びを 

 
①の「授業理解」と③の「学習指導」

の評価では，前期と比べると児童と保
護者の「そう思う」の値が増加した。
前期では「大体そう思う」としていた
方が，「そう思う」と言い切れるよう
になったことは，嬉しい結果です。ジ
ョイントプログラムの５・６年の成果
が「そう思う」の値の増加とつながっ
ているのではないかと考えられます。
今後も「わかった」と思える授業，取
組を行っていきます。 

 
◇身に付けた学力を定着させる 

 
また，①と③の評価において，児童・

保護者の「そう思う」「大体そう思う」
がほぼ９割を占めています。児童が授
業でのわかる喜びを感じているから
こその値ですが，５・６年のジョイン
トプログラム，３・４年のプレジョイ
ントプログラムに出題される応用的
な問題では，どの学年も苦労している
様子がうかがえます。日々の学習内容
を定着させ，日をおいても学力として
活用できるように反復的学習に取り
組んだり，様々な問題に出会い既習内
容を活用して試行錯誤しながら解決
していくような学習をしたりしてい
きます。 

 
◇あらゆる教科に必要な力 

 
⑥の「読書について」の評価は，前

期とほぼ同様の結果でした。ジョイン
トプログラムの考察の中で挙げた「読
解力」「言語能力」の向上には，読書
習慣をつけることが不可欠だと考え
ます。前期の結果の対策として挙げた
読書の時間の位置づけや本を手に取
りやすい読書環境についての家庭と
の連携をさらに深めていきます。ま 
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7.(児童）家で宿題など進んで学習している

7．（保護者）子どもが家庭で学習に取り組めるように働き

かけている

7.（教職員）子どもたちにあった課題を与え，家庭学習の

定着を図る取組を進めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8.（児童）学校や学級のルールを守っている

8．（保護者）子どもに学校のきまりや社会的なルール・マ

ナーを守るように働きかけている

8.（教職員）子どもたちに学校・学級のルールや時間を

守って生活できるように指導している

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.（児童）自分から進んで挨拶している

9.（保護者）子どもにあいさつするよう働きかけている

9.あいさつすることの大切さを指導し実践できるよう取り

組んでいる

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10.（児童）学習時間やテレビ・ゲームの時間など，一日の

中で時間を決め生活している

10．（保護者）「早寝・早起き・朝ごはん」など，規則正しい

生活ができるよう心がけている

10.（教職員）子どもたちに規則正しい生活習慣が身につ

くように取組を進めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11.（児童）学校であったことを家の人によく話している

11.（保護者）学校は，取組や様子をわかりやすく伝える工

夫や努力をしている

11.（教職員）学習予定表や学級通信などで学級や子ども

の様子をわかりやすく伝えている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6.（児童）自分から進んで本を読んでいる

6．（保護者）子どもは家で進んで本を読んでいる

６．（教職員）子どもたちが進んで本を読むように取組を進

めている

そう思う 大体そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答
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⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪  

 
た，図書室のリニューアルが完了し，
「本を読む」ことを中心としたスペー
スと「情報を集める（調べ学習）」こ
とを中心としたスペースに分けまし
た。学習効果が高まる図書館利用をさ
らに模索していきます。探究的な活動
において，情報を集め，活用していく
力を図書室で育んでいきます。 

 

 【生活の様子から】 
 
◇地域・家庭・学校の協力で学校に楽しく

通う子どもを育てる 
 
②の「楽しく学校に通う」の評価で

は，児童・保護者・教職員とも「そう
思う」の値が前期を上回りました。学
校・家庭・地域が連携し，児童の思い
を受け止め，共感し，熱意を持って接
してきた成果だと言えます。 

前期を上回った理由は，児童の日常
の様子からうかがい知ることができ
ます。思春期に入る難しい年代と言わ
れる高学年ですが，無邪気に遊び，物
事に真剣に取り組む，素直な子どもら
しい姿は，この結果に表れています。
そして，それは学習にも少なからず良
い影響を与えていると言えます。 

 
◇地域・家庭・学校の協力で学校に楽しく

通う子どもを育てる 
 
⑧の「きまりを守る」の評価では，

児童の「そう思う」「大体そう思う」
の値が減り，「そう思わない」の値が
増えています。それに対して教職員の
「そう思う」の値が大幅に増えていま
す。前期の結果を踏まえて，規範意識
にかかわることに対して，指導しきる
ことを意識しました。その結果，今ま
でルールを意識していなかった児童
が，ルールについて意識しだし，その
意識が「ルールを守れていなかった」
という気づきとなって，児童の値にあ
らわれているのだと考えます。粘り強
く指導していくことでルールを意識
し，「守ろう」と思うことができる児
童を育てていきます。それらの児童を
認めていくことで初めて「そう思う」
の値が増えていくはずです。 
 

美豆小ホームページもご覧ください。 
美豆小学校ＨＰ QR コード 
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（児童）自分から進んであいさつしている 

（教職員）挨拶することの大切さを指導し，実践

できるよう取り組んでいる 

（教職員）あいさつすることの大切さを指導し実

践できるよう取り組んでいる 



３．分析を終えて 
 学習集団としての規範意識の高まりが見られます。担任と児童との信頼関係を築けており，落ち着きのある
学習環境が保たれています。朝会や学年集会などでじっくりと落ち着いて話を聞くことができるようになっていま
す。 
 学校では，様々な行事・取組があるが，それらの活動にいかに意義づけをしてくかを教職員が常に念頭にお
いて教育活動を行っています。５年生の花背山の家長期宿泊活動，６年生の大文字駅伝大会に向けた取組
等において，その意義づけを児童にしっかりと伝えたうえで事前学習や練習に臨みました。その結果，児童が自
分たちのよさを発揮し，協力や努力の大切さを知り，達成感・成就感を得られる取組となりました。それは，子ど
もたち自身の糧となり，また美豆小の良き伝統となっていきます。児童の様子から様々な取組の中で着実に成
長していることを感じました。それは学習の成果に少なからず影響を与えています。  

良い手本を得たことを学校の財産にし，いかに下級生に伝えていくかが今後の課題です。 
分析を終え，そこから見えてきたこと，すべきことを以下のようにまとめました。今後も学校・家庭・地域が一丸と

なって子どもの健やかな成長を見守っていきたいと思いますのでご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．「学校運営協議会」による学校関係者評価 （外部評価） 

学校評価に関わる「各アンケートの結果と分析」や「本

校の取組」を学校運営協議会理事会に報告し，下記のよ

うなご意見，評価をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会 理事会 

平成２６年 ３月１７日 

１９：００～ 

美豆小学校応接室 

 

 【生きる力・生活力をつける】 
兄弟が多かった昔とは違い，今の子どもたちは，きちんと大人に面倒を見てもらえている。

幸せなことだが，親が世話を焼きすぎている部分も見受けられる。子どもたちの生きる力・生
活力を育てるために，「要求の際は，単語ではなく，文で告げさせるようにする」「家事等，で
きることはどんどんさせる」ことが大切である。 
【挨拶・返事ができる子に】 

挨拶がきちんとできるようになってきた。いろいろなことにまじめに取り組めるようになっ
てきた。 

習い事の指導の際に気をつけているのがきちんと返事をするようにさせることだ。挨拶と同
じようにきちんとした返事をすることで，自分の意思が相手に伝わるし，気持ちよいコミュニ
ケーションにつながる。 
【発達段階に応じた評価を】 

学校での様子を見ると，子どもたちの規範意識がしっかりと育ちつつあることが分かる。そ
れが放課後になると少し様子が変わる。児童館では，１年生は，「きまり」の認識はまだまだ持
てていない。２年生は，少しずつもてるようになっている。３年生は，もててはいるのだが反
発してしまうこともある。そのように発達段階に違いがあるので，児童アンケートを低・中・
高に分けてみてはどうか。そこから見えてくることがあるかもしれない。 
【子どもたちの心を読み取る】 

子どもたちは落ち着いた様子を見せるようになってきた。一人一人の子を見ると，挨拶をき
ちんとし礼儀正しい子たちだが，数人集まると集団心理がはたらくのか少し気になる様子がう
かがえる。時と場所をわきまえることを子どもたちが身に付けていくことはとても大切だが，
落ち着いているように見えるが実は心に悩みなどをもっているのではないかと心配するときも
ある。大人が注意深く子どもを見ることが必要だ。 

 

 

・各取組のねらいを明確にすることで，子どもと大人の信頼関係を築くことができ，取組

の成果として表れてきた。それが美豆小の伝統となるようにしていく。 

 ・問題解決に必要な基礎的学力を定着させるため，継続的・反復的な取組を行う。 

 ・身に付けた学力を様々な場面で使える応用力を育む。 

 ・規範意識を高める指導を徹底し，ルールを意識し，守っていこうとする態度を養う。 

 ・地域・家庭・学校が連携をとって子どもたちに接することで，よりきめ細かくぶれのな

い指導ができ，美豆の子どもたちの心身ともに健やかな成長につながる。 



学校・家庭・地域の連携・協働 

 

学校 

家庭 地域 

「学び合える」「協働できる」 

環境づくりをめざして 

親同士のコミュニティを

形成し，子どもを育てる環

境，子どもが安心できる環

境をつくる。 

子ども 

子どもの健やかな成長と学力

向上をめざし，生活・学習・読

書習慣の確立に向けて子どもを

育てる手立てを共有する。 

様々な行事・交流の中で子ども

に対する思いを共有し，情報交換

等の連携を密にし，共に子どもを

育む。 

 

・地域ぐるみの学校づくり，地域と共に歩む学校 

   ・教職員が力を合わせ，計画的，継続的な取組を行う学校 

・子ども達が楽しく学び合う学校 

〈地域教育の推進〉 
＊学校運営協議会の取組推進 

・ＨＰ等発信活動の推進 

・ふれあい活動の推進 

・地域ぐるみの安全推進 

・子どもの居場所づくり 

〈めざす教職員像〉 
＊全教職員で全校児童を見守る 

＊優しく，厳しく，そして丁寧に 

・情熱と愛情あふれる教育活動 

・自己研鑽に努め創意工夫 

・人権感覚を磨き，高め合う 

・地域との連携，協働 

おやじの会との 

タグラグビー交流 

地域よりいただいた

「河津桜」 

災害時の 

児童引き渡し訓練 

サタデースクール 

ビオトープ活動・ 

読み聞かせボランティア 

長距離走大会 

ＰＴＡお手伝い 図書ボランティア 

感謝の会 


